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事  業  の  目  的 

 

・交通混雑の緩和 
・交通安全の確保 
・異常気象時通行規制区間の解消、災害時の交通確保 
・生活の利便性の向上 
国道１７６号は、京都府宮津市から阪神北部地域を経由して大阪府に

至る延長約１４７kmの主要幹線道路です。このうち名塩
なじお

道路は、西宮
にしのみや

市山口町
しやまぐちちょう

から宝塚市
たからづかし

栄町
さかえまち

の区間について、現道拡幅を主体として計画さ

れた延長１０．６kmの道路です。 
当該区間の現道は、カーブが多く幅員が狭小な２車線道路に１日当た

り約２万台の交通量があり、慢性的な交通渋滞が生じています。さらに、

一部区間においては、異常気象時通行規制区間に指定されているととも

に、当該区間の現道のほとんどの区間には歩道が無く、歩道がある区間

についても幅員が極めて狭いため、交通安全の確保が求められています。 
阪神・淡路大震災時は、被害の少なかった国道１７６号が物資輸送等

において重要な役割を担いました。 
名塩道路は、現道の交通渋滞の解消及び交通の安全確保、異常気象時

通行規制区間解消などを目的に計画されたものであり、地域の発展に大

きく寄与するものと期待されています。 
 

名塩道路位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 
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計  画  の  概  要 

 

・起 終 点 起点）兵庫県西宮
にしのみや

市山口町上
しやまぐちちょうかみ

山口
やまぐち

 

 終点）兵庫県宝塚市
たからづかし

栄町
さかえまち

３丁目 

・計 画 延 長 Ｌ＝１０．６ｋｍ 
・標 準 幅 員 Ｗ＝２４．０ｍ 
・構 造 規 格 第３種第２級および第４種第１級 
・設 計 速 度 ６０ｋｍ／ｈ 
・車 線 数 ４車線 
・全体事業費 約８５０億円 
 

 2

(

起)

西

宮

に
し
の
み
や

市

山

口

町

上

し
や
ま
ぐ
ち
ち
ょ
う
か
み

山

口

や
ま
ぐ
ち 

名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ (

終)

宝

塚

市

た
か
ら
づ
か
し

栄

町

さ
か
え
ま
ち

３
丁

第 4種第 1級 第 3種第 2級 第 4種第 1級 

 

 

 

 

 

 

供用済み区間 

未供用区間 
異常気象時通行規制区間 

 

 

 

 

 

 

標準断面図 
 

第３種第２級区間 第４種第１級区間 
 

 

 

 



事 業 の 経 緯 及 び 進 捗 

 

１．事業の経緯 
 

・都市計画決定 昭和６０年２月 Ｌ＝１０．６ｋｍ 
・事  業  化 昭和６０年度  Ｌ＝ ５．８ｋｍ 
 (西宮市塩瀬

しおぜ

町名塩
ちょうなじお

～宝塚市
たからづかし

栄町
さかえまち

) 
 昭和６３年度  Ｌ＝ ４．８ｋｍ 
 (西宮市山口町上

やまぐちちょうかみ

山口
やまぐち

～西宮市塩瀬町名塩) 
・用 地 着 手 昭和６１年度 
・工 事 着 手 昭和６１年度 
 

名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
異常気象時通行規制区間 

 
Ｓ６０．２．５ 都市計画決定 Ｌ＝１０．６ｋｍ  

Ｓ６０年度 事業化 

Ｌ＝５．８ｋｍ 

Ｓ６３年度 事業化 

Ｌ＝４．８ｋｍ 

 

 

 

 3



２．事業の進捗 
 
・事業進捗率 ６２％（平成 15年度末現在） 
・用地取得率 ５５％（平成 15年度末現在、面積ベース） 
・供用延長 ４．４km／１０．６km（４２%、平成 15年度末現在） 

 
・平成 3年 12月 L=0.5km JR西宮名塩駅接続部 暫定２車線供用 

・平成 6年 3月 L=1.2km 山口町下山口地区 ４車線供用 

・平成 10年 8月 L=0.6km 西宮市生瀬東町地区 ４車線供用 

・平成 13年 4月 L=0.9km 新生瀬大橋 ４車線供用 

・平成 15年 4月 L=1.2km 阪神高速北神戸線接続部 ４車線供用 

 
 
 事業進捗率 ６２％   用地取得率 ５５％ 
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異常気象時通行規制区間 

JR西宮名塩駅接続部 L=0.5km 
暫定２車線供用（H3.12.17） 

阪神高速北神戸線接続部 L=1.2km 
４車線供用（H15.4.28） 

新生瀬大橋 L=0.9km
４車線供用（H13.4.27）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山口町下山口地区 L=1.2km 
４車線供用（H6.3.31） 

生瀬東町地区 L=0.6km 
４車線供用（H10.8.21） 

 

 名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ 宝塚駅前工区 
４車線供用（H3） 

山口工区 
４車線供用（S59） 

 



３．関係機関との調整等 
 

・ 西宮市塩瀬
しおぜ

町
ちょう

名塩
なじ お

地区には、保安林解除と墓地の移転を伴う箇所が

あり、兵庫県西宮市と地元との調整に時間を要しています。また、騒

音の環境基準値を満足するために、名塩道路とあわせて中国自動車道

にも騒音対策を施す必要があり、日本道路公団と地元との調整にも時

間を要しています。 
 
・ 概ね全線において住居系の市街化区域を通過することから、用地取得

及び騒音対策等に関する地元調整に時間を要しています。 
 
・ 用地買収については、公図が混乱している箇所があり、公図訂正に長

時間を要しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保安林解除エリア 
及び墓地移転箇所 

名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ 

異常気象時通行規制区間 

公図混乱箇所 
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４．現在の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 尼子谷
あまこだに

２号橋工事状況(H16.12撮影) 

 

 ① 阪神高速北神戸線との接続部(H16.1撮影) 
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② 

異常気象時通行規制区間 

③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 尼子谷
あまこだに

１号橋工事状況(H16.12撮影) 
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事 業 を 取 り 巻 く 社 会 状 況 

 

１．社会的背景 
 
【沿線地域の人口推移と自動車保有台数の伸び率】 
・ 名塩道路沿線地域の人口と自動車保有台数の伸び率は、住宅開発の進

展に伴い、着実に増加しています。 
・ 特に三田市の人口及び自動車保有台数伸び率の増加が著しくなって

います。 
 

（出典） 人口推移 国勢調査 
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 自動車保有台数の伸び率 市の統計資料 

沿線地域の人口推移と自動車保有台数の伸び率
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西宮市 三田市 宝塚市 西宮市 三田市 宝塚市 全国

 
＜沿線地域の人口推移＞ ＜沿線地域の自動車保有台数伸び率推移＞ 



２．道路交通の状況 
 

【周辺の交通量】 
・ 西宮市域の国道 176 号の交通量は増加しており、それと並行する中国自
動車道の交通量も、沿線地域の人口増加に伴い増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典） S60～H11 道路交通センサス 
 名塩地区H13,H16 兵庫国道事務所調査（新生瀬大橋供用後） 
 中国自動車道H13 日本道路公団神戸管理事務所よりデータ提供 
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【周辺地域の交通状況】 
 

 9

・ 名塩道路の未改良区間は線形が悪く、幅員が狭いことから、朝夕ピーク

時には渋滞を引き起こしています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 名塩東久保地区 対向車をとまって待つ大型車 ① 名塩東久保地区 センターラインを 
はみ出して走行する大型車 

ヘアピンカーブが連続し
ており、大型車の離合が困
難であることから、１日を
通して渋滞している。 

①② 

④ 

２車線への絞り込み区
間において朝夕ピーク
時に渋滞が見られる。 

朝夕のピーク時に渋滞が
見られる。 

③ 

（平成 13年度調査） 

③ 塩瀬町名塩地区 混雑状況 ④ 塩瀬町生瀬地区 混雑状況 



３．交通事故の発生状況 
 
【交通事故件数及び負傷者数】 （出典）道路交通センサス 

西宮市塩瀬町名塩

2 1 1 1

30

32

92
106

22
25

69

84

0

20

40

60

80

100

120

(人
)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

(件
) 死者数

負傷者数

事故件数

H2 H6 H9 H11

(年度)

・ 国道 176 号の事故件数及び負傷者数は、交通量の増加に伴い、名塩道路
未整備区間において増加しています。 
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４．周辺の主な事業の概要 
 

名塩道路沿線では、現道の改築計画とあわせて、昭和５０年代から大規

模な宅地開発が進んでいます。事業の中には開発状況が発展途上の区域も

存在し、沿線では今後更なる人口と自動車保有台数の増加が予想されます。 
 
 

 

 

②  
③ 
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平成 16年 10月 1日現在 
開発計画 開発状況 

開発の名称 
開発面積

(ha) 人口 世帯数 人口 世帯数 
施工年度 

北六甲台団地 77.3 6,106 1,790 5,452(89%) 1,791(100%) S57～S62 

上山口・丸山区画整理事業 64.9 5,194 1,732 3,432(66%) 1,255(72%) S61～H10 

東久保区画整理事業 50.2 2,685 895 793(30%) 250(28%) H3～H8 

ヴェルジュール名塩台住宅 24.9 1,086 362 269(25%) 87(24%) H5～H10 

尼子谷区画整理事業 54.1 2,700 793 2,333(86%) 757(95%) S58～H7 

西宮名塩ニュータウン 243.0 12,000 3,000 5,890(49%) 1,906(64%) S53～H17 

③ 

② 

① 

① 
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５．地域における計画 
 

名塩道路は、下記の計画に位置づけられています。 
 
・阪神・淡路震災復興計画（兵庫県 平成７年７月） 

名塩道路を緊急時の救急・救援活動の般路として位置づけ、整備促

進が要望されています。 
 
・兵庫２００１年計画（兵庫県 平成９年３月） 

県内各地域間の移動時間を短縮し、利便性を高め、地域間の交流を

活性化するため、地域間幹線道路の整備が必要不可欠であり、名塩

道路はその一つに盛り込まれています。 
 
・高速道六基幹軸等の整備（兵庫県 平成１４年３月） 

兵庫県は、県内の主要な地域間を１時間以内で結ぶ交通体系「県内

１時間高速交通圏」の確立を目指し、高速六基幹軸及び主要幹線道

路の整備を推進しています。その中で阪神北部地域と阪神都市圏を

結ぶ名塩道路の整備促進を強く要望しています。 
 
・西宮市震災復興計画（西宮市 平成７年６月） 

西宮市は、災害時の円滑な交通を確保するとともに、被害を受けて

も容易に迂回できるよう、格子状の広域的道路網の整備を推進して

います。その中で国道 176 号名塩道路の拡幅整備促進を要望してい
ます。 
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６．要望経緯 
 

（１）兵庫南東部国道連絡会 

名  称 会長 構成メンバー 

兵庫南東部国道連絡会議 
（平成 3年 6月設立） 西宮市長 

神戸市、西宮市 
宝塚市、三田市 
ほか(１４市２１町) 

平成１６年７月１５日 総会を開催 
平成１６年８月 ５日 国及び国会議員に対し総会決議要望 

 
（２）一般国道１７６号整備促進期成同盟会 

名  称 会長 構成メンバー 
一般国道１７６号整備促進 

期成同盟会 
（昭和 53年 2月設立） 

西宮市長 西宮市、宝塚市 
川西市、伊丹市 

平成１５年１１月１８日 名塩道路の整備促進を要望 
 
（３）兵庫県 
平成１６年７月 
兵庫県が国土交通省に対し「平成１７年度国の予算編成に対する 
提案」で一般国道１７６号名塩道路の整備促進を要望 

 
（４）西宮市 
平成１６年５月２８日 
西宮市長が名塩道路の整備促進を要望 

 
（５）名塩、生瀬、山口地区自治会連絡協議会 
平成１３年７月１３日 
名塩道路の整備促進を要望 

 



事 業 の 整 備 効 果 

 

１．交通混雑の緩和 
・新生瀬大橋供用による交通渋滞の解消 
生瀬橋東詰交差点及び西詰交差点は、主要渋滞ポイントになっていま

したが、平成 13年 4月に新生瀬大橋が供用し、渋滞が解消されました。 
 

 

 

 

 

 

 
生瀬橋付近の渋滞状況
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供用
後  

供用前の生瀬橋付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
供用後の新生瀬大橋付近  

※渋滞長は平成 13年 4月 新生瀬大橋開通直前の調査結果による 



 

・新生瀬大橋供用による所要時間の短縮 
新生瀬大橋供用により、宝塚駅～西宮名塩駅間において 22 分(79％)

の時間短縮が図られました。 
名塩道路全線供用時には、更なる時間短縮が期待されます。 

 

 

異常気象時通行規制区間 

名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ 
 (
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西宮名塩駅 － 宝塚駅間 
所要時間 22分(79%)短縮 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 実測値は平成 13年度実走調査による 
 （新生瀬大橋は平成 13年 4月供用） 
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２．交通安全の確保 
・新生瀬大橋供用により事故件数が減少 

 

人身事故件数は、新生瀬大橋の供用により周辺において５～６割減

少しました。 
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６０％減

４６％減

●新生瀬大橋周辺の交通事故の変化（国道１７６号関連）

整備後整備前

計：11件

５０％減

６３％減



・歩行者の安全性を確保 
歩道が未整備であった西宮市生瀬東町地区では、平成 10年に拡幅が
完了し、安全な歩道が確保されました。 
名塩道路の未整備区間は十分な歩道が確保されていませんが、名塩

道路供用時には全線にわたり安全な歩道を整備し、歩行者の安全性が

確保されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
整備前の生瀬東町地区（整備前）  

整備後  

 

整備後の生瀬東町地区（整備後） 
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３．異常気象時通行規制区間を解消 
 

現在国道 176号は、西宮名塩駅付近～太多田橋交差点付近にかけて異
常気象時通行規制区間となっています。（連続降雨量が 160mmに達したとき） 
名塩道路整備後は、異常気象時の通行規制を解消し、道路交通の確保

が図れます。 
 

名塩道路 Ｌ＝１０．６ｋｍ 
 

(
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西

宮

に
し
の
み
や

市
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異常気象時通行規制区間 

 異常気象時通行規制区間（塩瀬町生瀬～名塩地区） 

（最近の通行規制履歴） 
規 制 日 時 規 制 内 容 

H.07.05.12(金) 12:00～17:00 通行止め 
H.11.06.30(水) 00:56～04:57 通行止め 
H.16.10.20(水) 17:00～23:50 通行止め 
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４．災害時の交通確保 
 
阪神・淡路大震災時は、中国自動車道が通行止めとなり、被害の少な

かった国道 176号が物資輸送等において重要な役割を担いました。 
兵庫県 阪神・淡路震災復興計画(平成 7 年 7 月)では、高速性・代替

性を備えた格子型高規格道路網の整備を推進しており、名塩道路はこの

高規格道路網を補完する一般幹線道路として整備の促進が期待されて

います。 
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・災害に強い名塩道路 
 

平成 16年 10月 20日の台風２３号の影響により、西宮市塩瀬町生瀬
地区の武庫川右岸が崩落し、旧国道 176号(西宮市道)が通行止めとなり
ました。 
しかし、平成 13年度に開通している一般国道 176号名塩道路の新生

瀬大橋を使うことにより、武庫川を渡る交通が確保されました。 
 

旧国道 176 号

供用済みの名塩道路 新生瀬大橋 

崩落箇所 

武庫川 
旧国道 176 号 

旧国道 176 号 
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名塩道路 
新生瀬大橋 

崩落箇所 
(旧国道 176 号)

神戸新聞朝刊 平成 16年 10月 21日
24面より 



５．地域の活性化 
 

・沿道開発の活性化 
平成６年３月及び平成１５年４月に部分供用した西宮市上山口地域

では、コンビニエンスストアやレストランなど沿道型店舗の立地が進ん

でいます。名塩道路全線開通時には、更なる沿道地域の活性化が期待さ

れます。 
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西宮市山口町上山口地区　平成6年3月供用済み

西宮市山口町市下山口地区　平成15年4月部分供用
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①上山口地区 名塩道路供用前（H4） ①上山口地区 H16名塩道路供用後（H16）  

 

 

 

 

③ 
 

 

② 
① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③下山口地区 コンビニエンスストア新規出店状況 ②上山口地区 沿道型店舗立地状況 



費用便益比の算定（事業全体） 
 

路 線 名 一般国道１７６号 
事 業 名 名 塩 道 路 
延   長 １０．６ｋｍ 

 

□ 便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合  計 

基 準 年 平成16年度 

基準年における 

現在価値 
3,959億円 42億円 1.3億円 4,003億円

・・・・・（Ｂ） 

 

□ 費 用 

  改 築 費 維持修繕費 合  計 

基 準 年 平成16年度 

単純合計 819億円 125億円 945億円 

基準年における 

現在価値 
931億円 56億円 987億円 

・・・・・（Ｃ） 

 

□ 算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

 
便益の現在価値の合計（Ｂ） 4,003 億円 

 Ｂ／Ｃ＝─────────────── ＝ ─────── 
費用の現在価値の合計（Ｃ） 987 億円 

 
    ＝ ４．１ 
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費用便益比の算定（残事業） 
 

路 線 名 一般国道１７６号 
事 業 名 名 塩 道 路 
延   長 １０．６ｋｍ 

 

□ 便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合  計 

基 準 年 平成16年度 

基準年における 

現在価値 
1,008億円 13億円 0.5億円 1,022億円

・・・・・（Ｂ） 

 

□ 費 用 

  改 築 費 維持修繕費 合  計 

基 準 年 平成16年度 

単純合計 307億円 119億円 425億円 

基準年における 

現在価値 
248億円 48億円 296億円 

・・・・・（Ｃ） 

 

□ 算定結果 
費用便益比（ＣＢＲ） 

 
便益の現在価値の合計（Ｂ） 1,022 億円 

 Ｂ／Ｃ＝─────────────── ＝ ─────── 
費用の現在価値の合計（Ｃ） 296 億円 

 
 
 
   ＝ ３．５ 
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コスト縮減や代替案立案等の可能性 

 

名塩道路の計画にあたっては、現道拡幅を基本として地形、周辺の土

地利用状況、経済性等を勘案し、最適ルート及び道路構造を選定してい

ることから、周辺の環境や景観の保全を図りながら、引き続き現計画に

基づき事業を推進します。 
なお、施工にあたっては、建設発生土の有効活用や新技術・新工法を

積極的に活用するなどコスト縮減に努めます。 
また、より経済的な構造形式を検討するなどして、更なるコスト縮減

を目指し、事業を推進していく予定です。 
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対  応  方  針 

 

（１）事業の必要性等に関する視点 
国道１７６号は、京都府宮津市から阪神北部地域を経由して大阪府に至

る延長約１４７kmの主要幹線道路です。このうち名塩道路は、西宮市山
口町から宝塚市栄町の区間について、現道拡幅を主体として計画された延

長１０．６kmの道路です。 
名塩道路全延長１０．６ｋｍのうち平成１５年４月までに、主要渋滞ポ

イント及び関連事業との調整を図りながら４．４ｋｍを部分供用し、整備

済み区間の道路環境や交通渋滞は改善されていますが、未整備区間では依

然渋滞が続いており、カーブが連続し、安全性に問題のある区間が多く、

異常気象時通行規制区間も含まれていることから、全線の早急な整備が求

められています。 
今後、早期供用に向けて事業を進めていく予定であり、残事業を進める

ことによる費用対効果は３．５となっており、事業実施の必要性が高い事

業と考えます。 
 
（２）事業の進捗の見込みの視点からの見解 
平成１５年度末時点の用地買収率は５５％となっています。今後積極的

に地元設計協議や関係機関協議を進め、平成２０年代半ばの供用を目指し、

事業を推進していきます。 
 
（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 
施工にあたっては、建設発生土の有効活用や新技術・新工法を積極的に

活用するなどコスト縮減に努めます。また、より経済的な構造形式を検討

するなどして、更なるコスト縮減を目指し、事業を推進していく予定です。 
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◆対応方針（原案） 
（事業継続） 

国道１７６号は、京都府宮津市から阪神北部地域を経由して大阪府

に至る延長約１４７kmの主要幹線道路です。 
国道１７６号名塩道路は、発展の著しい阪神北部地域の交通渋滞の

解消及び交通の安全確保、異常気象時通行規制区間解消のため、事業

促進が求められています。 
今後とも、引き続き事業を推進し、平成２０年代半ばの供用を目指

します。 
 



事業再評価に係る資料 
事業名 国道１７６号 名塩

な じ お

道路 事業種別 一般２次 

起終点 自：兵庫
ひょうご

県西宮
けんにしのみや

市山口町上
しやまぐちちょうかみ

山口
やまぐち

 
至：兵庫

ひょうご

県宝塚市
けんたからづかし

栄町
さかえまち

３丁目 
延 長 
供用済 

10.6km 
4.4km 

事業化 昭和６０年度 都市計画決定 昭和６０年２月５日 
用地着手 昭和６１年度 工事着手 昭和６１年度 

事
業
の
概
要 

全体事業費 約８５０億円 

事
業
の
目
的 

名塩道路は、西宮市北部地域及び宝塚市を通過する国道１７６号の現道拡幅

を主体とした改築事業であり、国道１７６号の交通混雑の緩和、交通安全の確

保及び異常気象時通行規制区間の解消を目的としている。 
本道路の整備により、慢性的な交通渋滞を解消するとともに、安全で快適な

交通を確保し、地域の発展に大きく寄与するものである。 

位 
 
 
 
 

置 
 
 
 
 

図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 塩 道 路 
Ｌ＝10.6km 

事業中 
供用済 



 

事業名 国道１７６号 名塩
な じ お

道路 事業種別 一般２次 

執 行 済 み 額 事業費：５３２億円（進捗率６２％） 
事業の進捗状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○関係機関協議： 阪神高速北神戸線の開通に併せて、平成 15年 4月に阪

神高速との接続部となる西宮市山口町下山口地区

L=1.2kmの供用を図りました。 

西宮市塩瀬町
しおぜちょう

名塩
なじお

地区には、保安林解除と墓地の移転

を伴う箇所があり、兵庫県西宮市と地元との調整に時

間を要しています。また、騒音の環境基準値を満足す

るために、名塩道路とあわせて中国自動車道にも騒音

対策を施す必要があり、日本道路公団と地元との十分

な調整を必要とします。 
○地元調整： 概ね全線において住居系の市街化区域を通過すること

から、用地取得及び騒音対策等に関する地元調整に時

間を要しています。 
○用地状況： 公図が混乱している箇所があり、公図訂正に時間を要

しています。 
○調査、設計、施工： 西宮市塩瀬町生瀬地区は、現道とＪＲ線路に挟まれた

厳しい地形条件となっており、設計、施工において、

十分な調整を必要とします。 
供用予定等今後の事業の見通し  

事 
 

業 
 

の 
 

進 
 

捗 
 

状 
 

況 

今後、平成２０年代半ばの供用を目指し、事業を進めていく予定である。 



 

事業名 国道１７６号 名塩
な じ お

道路 事業種別 一般２次 

事 

業 

を 

巡 

る 

社 

会 

情 

勢 
等 

の 

変 

化 

客観的評価指標 
 

■ 現道等における混雑時旅行速度が 20km/h 未満である区間の

旅行速度の改善が期待される 

□ 現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が 10,000 台時

/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期待される 

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できる

バス路線が存在する 

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれ

る 

円滑な 

モビリティ 

の確保 

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へ

のアクセス向上が見込まれる 

□ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込ま

れる 

□ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の

利便性向上が見込まれる 

物流効率化 

の支援 

□ 現道等における、総重量 25t の車両もしくは ISO 規格背高海

上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する 

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である 

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成す

る 

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

□ 中心市街地内で行う事業である 

□ 幹線都市計画道路網密度が 1.5km/km2 以下である市街地内

での事業である 

□ DID 区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道

路網密度が向上する 

都市の再生 

□ 対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300 戸以上又

は 16ha 以上、大都市においては 100 戸以上又は 5ha 以上)への

連絡道路となる 

□ 高速自動車国道と並行する自専道（A'路線）としての位置づ

けあり 

□ 地域高規格道路の位置づけあり 

□ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する

ルートを構成する（A'路線としての位置づけがある場合に限る）

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連

絡する路線を構成する 

□ 現道等における交通不能区間を解消する 

■ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する 

国土・地域 

ネットワーク

の構築 

■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解

消する 

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベ

ントを支援する 

□ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

1.活力 

個性ある 

地域の形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である  



 

事業名 国道１７６号 名塩
な じ お

道路 事業種別 一般２次 

事 

業 

を 

巡 

る 

社 

会 

情 

勢 
等 

の 

変 

化 

客観的評価指標 
 

□ 自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h

以上、歩行者交通量が 500 人/日以上の全てに該当する区間にお

いて、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行

者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる 

歩行者･自転車

のための生活

空間の形成 
□ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経

路を形成する区間が新たにバリアフリー化される 

□ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り 
無電柱化によ

る美しい町並

みの形成 

□ 市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要

伝統的建造物保存地区）等の幹線道路において新たに無電柱化

を達成する 

2. 

暮らし 

安全で安心で

きるくらしの

確保 

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

□ 現道等に死傷事故率が 500 件/億台キロ以上である区間が存

する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線形不良区

間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 

安全な生活 

環境の確保 

■ 当該区間の自動車交通量が 1,000 台/12h 以上（当該区間が

通学路である場合は 500 台/12h 以上）かつ歩行者交通量 100 人

/日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が 40 人/

日以上）の場合、又は歩行者交通量 500 人/日以上の場合におい

て、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される 

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の

道路寸断で孤立化する集落を解消する 

■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワ

ーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又

は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊

急輸送道路」という）として位置づけあり 

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いら

れる区間の代替路線を形成する 

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（A'

路線としての位置づけがある場合） 

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の

必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される 

3.安全 

災害への備え

■ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通

障害区間を解消する 

□ 現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間に

ついて、新たに要請限度を下回ることが期待される区間がある4.環境 
生活環境の 

改善・保全 
□ その他、環境や景観上の効果が期待される 

■ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 他のプロジェ

クトとの関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている 5. 

その他 
その他 

□ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さ

ない効果が期待される 
 
 



 

事業名 国道１７６号 名塩
な じ お

道路 事業種別 一般２次 
再評価実施時点における評価指標該当項目  

事 

業 

を 

巡 

る 

社 

会 

情 

勢 
等 

の 

変 

化 

 
１．活力 ～円滑なモビリティの確保～ 
・ 本道路は、阪神北部地域から宝塚市さらには大阪の中心市街地へ至る国道 176号
を２車線から４車線に拡幅することにより、中心市街地へアクセスする交通の混

雑を解消する。 
・ 並行区間の渋滞損失時間は 158.1万人・時間／年 
・ 当事業により、渋滞損失時間は 0.6万人・時間／年となり、約 99%削減される 

 
１．活力 ～都市の再生～ 
・ 沿線に位置する上山口・丸山区画整理事業及び東久保区画整理事業等と併せて本

道路を整備することにより、都市基盤形成に資する。 
 
３．安全 ～災害への備え～ 
・ 阪神・淡路震災復興計画後期５か年推進プログラム、「格子型高規格道路網」を

補完する一般幹線道路網に指定されている。 
・ 当事業は、西宮市塩瀬町名塩～西宮市塩瀬町生瀬 L=2.4km の異常気象時通行規
制区間を解消する 

 
４．環境 ～地球環境の保全～ 

○対象道路の整備により削減される自動車からの CO2排出量 
・ ＣＯ２排出削減量：142百 t/年 

 
４．環境 ～生活環境の改善・保全～ 

○現道等における自動車からの NO2排出削減率 
・ 排出削減量 173t／年、排出削減率約 30% 
○現道等における自動車からの SPM排出削減率 
・ 排出削減量 7.7t／年、排出削減率約 35% 

 
 
 



 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  事
業
を
巡
る
社
会

情
勢
等
の
変
化 

沿線地域において大規模な宅地開発が進展しており、人口及び自動車保有台数が着実に増

加している。平成 16年 9月現在において、約 42%の部分供用を果たし、供用部分の渋滞
が解消されるなどの整備効果が見られるが、交通量の増加に伴い、未供用部分の渋滞が見

受けられる。このような状況から、沿線の西宮市を中心に早期供用を期待する強い要望を

受けている。 

事
業
採
択
時
の
費
用
対
効
果 

効
果
分
析
の
要
因
の
変
化 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝４．１（事業全体） 
○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝３．５（残事業） 
（基準年次：平成１６年、検討年次４０年間で算出） 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

名塩道路の計画にあたっては、現道拡幅を基本として地形、周辺の土地利用状況、経済

性等を勘案し、最適ルート及び道路構造を選定していることから、周辺の環境や景観の保

全を図りながら、引き続き現計画に基づき事業を推進します。なお、施工にあたっては、

建設発生土の有効活用や新技術・新工法を積極的に活用するなどコスト縮減に努めます。

また、より経済的な構造形式を検討するなどして、更なるコスト縮減を目指し、事業を推

進していく予定です。 

地
方
公
共
団
体
の
意
見 

◇バイパスを通過する市町村 
○西宮市.........名塩道路の整備促進を要望 
○宝塚市.........名塩道路の整備促進を要望 
○川西市.........名塩道路の整備促進を要望 
○伊丹市.........名塩道路の整備促進を要望 

◇現道を通過する市町村 
同上 
◇関連する市町村 
同上 

対
応
方
針 

事務局案 事業継続 
（理由） 

国道１７６号は、京都府宮津市から阪神北部地域を経由して大阪府に至る延長

約１４７kmの主要幹線道路です。 
国道１７６号名塩道路は、交通渋滞の解消及び交通の安全確保、異常気象時通

行規制区間解消のため、事業促進が求められています。 
今後とも、引き続き事業を推進し、平成２０年代半ばの供用を目指します。 

 

 


